




























大木 一成，栗原 聰太，鈴木 光一
久保田 裕，松尾 康滋（前橋赤十字病院）
平成 23年 3月 11の東日本大震災発生以来,前橋赤十
字病院では日本赤十字社 2ブロックの管轄下に災害派
遣業務を行っている.通常,救護班の基本構成は支部調
整員 1名, 主事 2名, 医師 1名, 看護師長 1名, 看護師 2
名,薬剤師 1名の 8名であるが当院では研修医 1名,接









11．TUEB (Transurethral enucleation with bipolar)の
臨床的検討







IPSS, QOL index, OABSS, 残尿量は有意に改善してい
た.合併症は TUR-PやHoLEPと比較してほぼ同様で






























チン関連薬 (DPP-4阻害薬や GLP-1受容体作動薬) が
555
注目を浴びています. 本講演では, 従来の経口糖尿病薬
(SU薬,ビグアナイド薬,チアゾリジン薬,αグルコシ
ダーゼ阻害薬, グリニド製剤) やインスリン製剤に加え
て,インクレチン関連薬の使用方法や泌尿器科疾患合併
時の注意点について概説いたします.また,高血圧領域
では, 我が国でも使用可能になったARB/少量利尿薬,
ARB/Ca拮抗薬, Ca拮抗薬/スタチンの合剤について情
報提供し,治療抵抗性高血圧に対する対処法について議
論いたします.
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